




























































































































































つくるメッシュ状の織物」14 であり，空間を作りながら，平織りに比べて目ず           
れが少なく安定している。従来は僧侶の袈裟や女性の夏物和服に用いられてき














































































































































































































































































アは90％である。            
20．これは，筆者が工程を見せていただいた後思いついた表現である。テープ面まで切ってし
まわずに，突き出た部分だけを連続してカットするわけである。
21．2008年6月20日に行ったヒアリング調査をもとに同社Webで補足してまとめた。
22．例えばワイピングの対象である液晶パネルは，塩素イオンに悪影響を受ける。
23．新合繊ブームはこの特徴が衣料用繊維にいかされたものであるが，衣料用でさらに微細加
工技術を追求したことが，新々合繊のつまずきの一因となった（小山（2006）p44）。田浦（2007）
p38にも同様の指摘がある。
24．もっとも，衣料用を中心としたシビアな量的縮小も伴っている。
25．2008年1月28日，大阪繊維リソースで行われた講演「産業繊維資材部門への進出」でも
この点が強調されていた。建築分野では，R&Dに力を入れているスーパーゼネコンの存在
が大きいという。
26．田浦（2007）pp90-91，124。
27．ただし，繊維素材をそのままシートにする「不職布」は別である。不職布は工程が短いた
め，紙に近いもの（鈴木（2000）（2003）を参照のこと）を除けば産地性が小さく，合繊メー
カー自身が手がけることも多い。
28．座談会（2008）での，ケイテー・荒井社長の指摘。
29．拙稿（2006）p186,-190。
30．座談会（2008）での，ケイテー・荒井社長の指摘。
31．大阪繊維リソースセンター（2008）p20。
32．同上書（2008）p20。
33．同上書ｐ26。
34．木野（2007）pp60-61。
35．これも繊維であるが，北陸の織物や編物にとっては競合素材である。ただ現状では用途（不
職布は短寿命が多い）や価格帯が異なるため北陸の織編物との競合は少ない。
36．藤本（2004）pp270-276。
37．加藤（2008）pp19-20，27-28。
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